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は,幼 児と小学生を対象に江口他(2003)の研究の追試 を行 った。それらの結果 をもとに,子 どもの特
徴を踏まえたより適切な測定方法について考察 した。

















をする。 しか し,これらは原始的な共感反応 と言われて
お り,これが他者への気づかいから起 こるものか単なる
動揺から起こるものなのかは定かではない。1歳ごろの




述べ ている・「自己中心的」共感 とは自 表1.

















い子 よりも仲良 しの子に対 してより向社会的な反応を示
























































態や状況 と一致 したもので,同情 とは他者の感情状態や


















































況における行動 と行動の後に表現 される動機 との問でな

















する。 したがって,行 動の質は年齢に伴 って変化する。
子 どもたちはより進歩的に認識 ・社会的客観性 ・道徳的
指向が発達することによって高い道徳的質の向社会的行
動をとることができる。つまり,愛他的行動を行 うため






























においてはほとんどすべての幼児 ・児童が 「貸 してあげ
る」 と返答 した。 しか し,愛他的(返 却期待なし)条件
下においては年長児から小学2年生の問で貸与率が低下
する傾向が見られた。 さらに,判 断理由に着 目すると,
年少児・年中児は 「クレヨンを貸 してと言っているから。」
というような他者の要求に焦点を当てて返答 した者が多





































れて,こ の調査の手続 きが誘導的なものであると子 ども
たち自身が感 じてしまうことが挙げられる。





















































⑤ 「まわりがみえるようになる」 とい う言葉の意味













問項 目をまとめた文書を各園に送付 し,あ らかじめ園の























して」 という要求にのみ反応 してクレヨンを貸 したかも
しれない。また,実験前に子 どもがおかれている状況に
も大 きく左右 される。実験時の被験者(子 ども)と実験




幼稚 園教諭及び保育士による と,年 長児 になると,























なるため,「00ちゃんが～ した。」 とされた事実 をよく
話す ようになる。年長児は,子 ども同志がぶつかろうと
する場面になると第3者が介入 して,ま わ りのみんなで





年少児 ・年中児は,先生に言われるがままに動 く子 も
多い。素直に返事をしてくれていたのに,年長児になる
とふ ざけて 「え一」 と言 うなど,冗談が通 じるようにな











































ないか もしれない,自分のクレヨンを無 くされた くない,






































江口他(2003)調査 に沿って,返 却期待 を伴 う(返
却期待あり ・向社会的条件)例 話 と,返却期待を伴わな
















































なった。そ して,こ の結果に関 して注 目したい点が2つ
ある。1つ目は,愛 他的(返却期待なし)条件で 「貸 し
てあげる」 と回答 しても,その動機は条件に対応 してい
ない場合があるということである。年長児が 「みんなで
お絵かきしたい。壊 された ら先生 に言う。」,小学1年生




が示 されたからである。2つ目は,小 学1年生が 「(クレ
ヨンを貸 してと言 って くる)友 達 は誰のこと?」 と実






























自分のを使わない といけない。僕が使 えな くなる。
それは誰?い つの話?
かわいそ う。



















みんなでお絵かきしたい。壊 された ら先生 に言 う。
忘れたのは悪いことだけど,か わいそう。大事 に使 ってと言 う。
折れた りな くなったらまた買って もらうからいい。
壊 されないように見張っている。
その人の様子を見て考える。





(2003)による先行研究をレヴュー した上で,こ れ らの
























直接尋ね,そ れに対する回答か ら判断する手続 きが望ま
しいのではないかと考えられる。2つ目に,登 場人物 と
して出て くる援助の受け手 を想定 しやす くするために,












ため,「分からない」 と返答 した場合以外では 「あなた
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